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工場内の遠隔監視が可能！生産管理システム工場内の遠隔監視が可能！生産管理システム

生産者と品質管理者のために、
「AGRiSが未来を変えていく。」

リアルタイムなデータで、感覚から正確な数値化へ。リアルタイムなデータで、感覚から正確な数値化へ。

URL : https:www.kohno-shoji.co.jp/agris/
TEL  :  011-221-8181 (平日 8:30～17:30)
FAX :  011-280-2719

「ライン警報履歴」画面
「いつ」・「どのライン」で「NG検出されたか」、品種ごと、ロットごとの帳票が時系列で記録される。
※ユーザーでは、貯留ホッパーのつまりなどのリアルタイムな情報管理、危険予知ができている。

仮にクレームが発生した場合でも、
いつ、どこのラインで？といった細
かな履歴をデータ化できている

⇩
真の「トレサビリティ」、の実現が
可能です。

「大型アクリル製グラフィックパネル制御盤」による操作室での熟練者のオペレーション「大型アクリル製グラフィックパネル制御盤」による操作室での熟練者のオペレーション

生産管理システム「AGRiS」
はタブレット端末で設備の
データの蓄積・設備との連
携でパレタイジングによる
出荷状況をも把握が可能。

◆原料・製品の画像処理AI判定。「品質」
を確保しつつ最大歩留まりとなる自動運転。
《⾧期目標５G》を目指して…

条件付き自動停止
(A-CAS)の機能調製
へ

協力会社

AGRiS



aws=amazon web serviceで、
「穀物流量計(GFM)」・AGRiS-GOT～
更にタブレット端末などと接続。

※本図は、AGRiS-Anywhereの場合

生産工程のさまざまなデータを相関的に監視する

生産管理システム「 」とは

AGRiSは、歩留まり監視を主力とし、工場のライン上にあるさまざまな
機器間の電力・圧力・レベル・振動などメーカー・形式を問わずデータを
統括・監視できる生産管理システムです。

従来の監視システムでは難しかった機器間のデータの相関性を直感的
に把握できます。
また、データロギングや警報システムを組み込み、各機器の過去の状況
データとの比較で、機器異常の早期発見と改善が可能になります。

タブレットＰＣ

４G 通信

「調製ライン」トレンド表示画面
品種・ロットのほか、「原料数」・「進捗」・「残量数」の
カウンターが表示され、ロットの残時間が一目で分かる。

「出荷ライン」トレンド表示画面
表示される「X線のNG検出数カウンター」は、×線室内に設置された「穀物流量計(GFM)」
から送られるリアルタイムデータが表示される。

「ライン計量データ」画面
「穀物流量計(GFM)」からデータが送り続けられる。
「ライン計量データ」画面
「穀物流量計(GFM)」からデータが送り続けられる。

「ライン計量データ」画面
では「作業日」の「色選別」
「手選別」ごとの帳票が時系列
で記録され、ファイル保存可能、
日報の出力が必要な場合は、
「画面コピー」をクリックすれば
PDFのスクリーンショット出力が
プリンターによる印刷も可能。

「ラインロットデータ」画面
「開始時間」～「終了時間」はもとより「色選別」・「手選別」のロットごとの重量、「出荷重量」
が表示され、×線のNG数も一目で分かる。
※これまで帳票を手書き、品種ごとにスケール重量を図らなければならなかったユーザーでは知る
ことが出来なかった情報データである。

※本ユーザーでは「特徴選別機(レオソーター)」エジェクター数
も表示される。

このリアルタイムデータを「タブレット端末」やOBFでは
「大型タッチパネルモニター」の画面で確認ができて、
「歩留まり」などの生産管理のみならず、ホッパー内の
原料詰まりなど設備保全予知にも活用ができている。

X線室内

生産管理システム「AGRiS」
が実現できるのはデータの
蓄積・設備との連携にある。

ライン切替ボタンで画面
切り替えが可能。


